
戦後８０周年記念事業

松本と鹿児島をつなぐ 特攻から考える平和学習
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主催 松本市 / 一般社団法人松本青年会議所

参加者レポート



第１フェーズ「事前学習会」 

 

１ 開催日 

令和７年９月２８日（日）午前１０時～正午 

２ 会 場 

松本市中央公民館（Ｍウイング） ３－１、３－２会議室 

３ 参加者 

７６名（現地学習参加者、関係者、一般参加者ほか） 

４ 内 容 

オリエンテーション、近現代史研究家 大日方 悦夫 氏による講義 等 

 

講義「今、『特攻』の歴史から何を学ぶか－過去の悲劇から行動する未来へ」 

 講師：大日方 悦夫 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２フェーズ「現地学習（平和視察団）」 

 

 

 

 時  間 項  目 備  考 

 

１０ 

月 

２５ 

日 

(土) 

 

12:20  信州まつもと空港ロビー集合・出発式  

 13:20～15:00  信州まつもと空港 ⇒ 鹿児島空港 ＦＤＡ 

 15:50～16:45  鹿児島空港 ⇒ 万世特攻平和祈念館 貸切バス 

 16:50～17:50  万世特攻平和祈念館 見学（講話含む）  

 18:00～18:30  万世特攻平和祈念館 ⇒ 夕食会場 貸切バス 

 18:40～19:30  夕食  

 19:45～  宿泊  

 

 

 

１０ 

月 

２６ 

日 

(日) 

 

8:00～ 8:20  ホテル ⇒ 平和会館バス駐車場 貸切バス 

  8:30～ 9:30  広域戦跡めぐり（ガイド付） 貸切バス 

  9:30～10:30  周辺戦跡めぐり（ガイド付） 徒歩 

 11:00～12:30  知覧特攻平和会館 見学（講話含む）  

13:00～13:50  昼食・知覧茶体験  

14:00～16:00   学びの学習発表会（地域住民との交流）  

16:00〜17:00 ホタル館「富屋食堂」 見学  

17:00～18:00  南九州市内 ⇒ 鹿児島市内 貸切バス 

18:00～19:00  夕食  

 19:00～  宿泊  

１０ 

月 

２７ 

日 

(月) 

 

8:45～ 9:00  ホテル ⇒ 仙
せん

巌
がん

園
えん

 貸切バス 

9:00～ 9:50  仙
せん

巌
がん

園
えん

  

 10:00～12:20  仙
せん

巌
がん

園
えん

 ⇒ 熊本空港 貸切バス 

 13:30～14:55  熊本空港 ⇒ 信州まつもと空港 ＦＤＡ 

 15:20  信州まつもと空港ロビー・解散式  



現地写真 

１日目 

出発式（信州まつもと空港） 

 

 

 

 

 

万世特攻平和祈念館 見学  

 

 

 

 

 

伝承者講話 

 

 

 

 

 

 



２日目 

戦跡巡り 

 

 

 

 

 

 

知覧特攻平和会館 見学             伝承者講話 

 

 

 

 

 

 

ホタル館「富屋食堂」 

 

 

 

 



学びの学習発表会（地域住民との交流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本市平和視察団と知覧特攻平和会館・南九州市観光協会・ 

ツーリズム協議会・日本茶ソムリエ会・観光ガイドの皆様 



３日目 

仙巌園（尚古集成館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３フェーズ「活動報告会」 

 

１ 開催日 

令和７年１１月１６日（日）午後３時１５分～午後５時１０分 

２ 会 場 

松本市中央公民館（Ｍウイング） ６階ホール 

３ 参加者 

約１４０名（現地学習参加者、関係者、一般参加者ほか） 

４ 内 容 

事業参加者による学習内容の共有（事業説明・感想発表）、パネルディスカッション 

 

 



No. 学校・職業 学　年 氏　名
1 松本深志高校 １年 眞田　隆之介
2 松本深志高校 １年 見浦　雅光
3 松本深志高校 １年 吉江　優樹
4 松本深志高校 １年 吉長　慧悟
5 島内小学校 ４年 岩下　泰治
6 松島中学校 ３年 長澤　育飛
7 信大附属松本小学校 ３年 霜野　瑛一郎
8 長野工業高等専門学校 １年 赤澤　陽斗
9 松本県ケ丘高校 １年 渡邊　奏太
10 松本美須々ケ丘高校 １年 平林　祐人
11 松本秀峰中等教育学校 １年 小池　智之
12 松本県ケ丘高校 １年 山崎　花峰
13 松本美須々ケ丘高校 １年 大澤　悠
14 松本秀峰中等教育学校 １年 古田　真琴
15 エクセラン高校 １年 田中　創太
16 松本秀峰中等教育学校 １年 中山　紗希
17 松本秀峰中等教育学校 ２年 大門　凛
18 松商学園高校 ２年 小林　瑞季
19 松本県ケ丘高校 ２年 駒形　明日夢
20 松本秀峰中等教育学校 ２年 我妻　秀都
21 松本深志高校 ２年 望月　美里
22 松本美須々ケ丘高校 ２年 二木　怜弥
23 松本県ケ丘高校 ２年 前村　陽太郎
24 信濃むつみ高校 ２年 リベラカルナーラトゥヌ　海渡
25 松本美須々ケ丘高校 ２年 竹内　大将
26 松本県ケ丘高校 ２年 藤岡　絢香
27 松本県ケ丘高校 ２年 飯島　慎一
28 松本工業高校 ３年 前澤 洋太朗
29 立命館大学 ４年 花村　美海
30 信州大学 ４年 小林　泰智
31 松本秀峰中等教育学校 １年 星野　愛里
32 信州大学 １年 星野　航河
33 信濃むつみ高校 ３年 小金丸　哲
34 信州大学 ２年 村井　和夢
35 信州大学 ２年 田中　里奈
36 公務員 藤森　智子
37 自営業 胡桃沢　和矢
38 公務員 土屋　茜
39 公務員 吉越　涼香
40 会社員 松下　龍市
41 会社員 市川　遼太
42 会社員 大場　匠弥

戦後８０周年記念事業
「松本と鹿児島をつなぐ　特攻から考える平和学習」

現地学習参加者（松本市平和視察団）

１　松本市内の小学生〜２０代（４２名）



No. 所属等 学　年 氏　名
1 松本市副市長　（団長） 伊佐治　裕子
2 松本青年会議所理事長（副団長） 金井　佑輔
3 一般参加 長澤　裕子
4 一般参加 霜野　南都美
5 一般参加 江田　真由美
6 一般参加 我妻　華生
7 一般参加 安藤　佳織
8 一般参加 太田　かおり
9 一般参加 星野　みゆき
10 一般参加 小金丸　恵理子
11 一般参加 清水　英昭
12 一般参加 飯島　直美
13 一般参加 平川　賀雄
14 一般参加 坂本　和子
15 一般参加 坂本　寿男
16 一般参加 平林　正浩
17 松本市総務部長 田中　史郎
18 松本市平和推進課 小沢　智也
19 松本青年会議所 小林　祐華
20 松本青年会議所 岩下　治弘
21 松本青年会議所 上條　僚士
22 松本青年会議所 小岩井　昌門
23 松本青年会議所 山本　篤司
24 松本青年会議所 久保　信也
25 松本青年会議所 増田　春樹
26 松本青年会議所 高山　未央
27 松本青年会議所 山元　秀一郎
28 松本青年会議所 澤地　雅弘
29 松本青年会議所 下川　愛見

２　一般参加・関係者（２９名）



夢を眺める 

松本深志高校１年 

眞田 隆之介 

① 現地学習で特に印象に残ったこと 

現地で知った、特攻兵士達が特攻で散っていくまでの物語や短かった命の中で出会っ

た大切な人達へ馳せる想いが自分の中では最も心に残っている。特攻兵士たちは、最年

少の１７歳から最年長の３２歳まで多くの若者達が全国各地から集められ組織された。

知覧特攻平和会館や万世特攻平和祈念館ではそんな彼らの生の声、生の想いが綴られた

実際の手記を読んだ。彼ら兵士達は境遇から生まれ育った環境までそれぞれが全く違う

にも関わらず、それらのどの手記にも家族へのいままでの感謝や大切な人を心配する思

いが一語一語くっきりと綴られていた。彼らの今までの短かった人生をかみしめるよう

な言葉達は、受け止めるにはあまりにも重たいものだ。しかしその多くの手記の中から

溢れ出てくる兵士達が自分の命を捨ててでもして家族や大切な人、祖国を守らなくては

ならないという強い使命感を感じたことは今の社会からは想像もつかない深く心を打

つものだった。 

 そしてこの現地学習の中でも富屋食堂の物語は涙無しで聞くことは出来ないくらい

悲しく、印象に残るものだった。その中の一つに宮川兵士の話がある。悪天候の中たっ

た一機で沖縄へ出撃していった宮川兵士は生前、富屋食堂の女将の鳥濱トメに「蛍にな

って会いに行くからね」と言い残していた。そして宮川さんが出撃していった翌日の夜、

季節外にも関わらずたった一匹の蛍が食堂に飛んできた……。若き兵士とトメさんや地

元の少年・少女達が出会い、触れ合い、恋心を抱き、多くの夢を眺めた食堂ではそうし

た数々の悲しく儚い物語が残されていて、そのすべてが自分の一生忘れられない記憶と

して残った。彼らはいつも夢を眺めていた。まだ出会えていない自分の彼女になる人に

思いを馳せたり、家族と幸せに過ごすこと、子供の成長を見ること、僕らにとって当た

り前なすべてを彼らはただ夢として眺めることしか出来なかった。それは特攻兵士達だ

けではなく戦争を生きた人たちが同じだったはずだ。僕らは彼らのためにどうやって生

きられるのだろうか。今の社会は、彼らの夢を見つめ返してやれているのだろうか。 

 「なぜ生き残ったのか考えなさい 何かあなたがしなくてはならないことがあって生

かされたのだから ー鳥濱トメ」 

 鳥濱トメは身銭を切ってまでしていよいよ最期を迎える兵士たちに愛情を注いでい

た。そんな彼女の生き様を知ったうえでこの言葉に触れると、自分たちが自由に生きる

ことがいかにありがたいか、そしてこれからの未来を彼らの分を背負って創っていく使

命感を強く感じる。 

 

 

 

 



② 平和のために私ができること 

平和のために今私が出来ることは、過去の過ちを今に伝えることだと思う。過去の記

憶は誰もそれを受け継がなければいずれ消えてなくなってしまう。鳥濱トメが二度と同

じ過ちを繰り返してはならないと死ぬまで兵士たちの墓を参拝したように、そのバトン

を今度は自分たちの手で未来へ受け継いでいかなければならない。 

 僕は探求の時間で、そうした平和継承に関する取り組みを行っていきたいと思ってい

る。自分は実際に現地に赴くことで悲惨さなどを身に染みて体感したが、何も知らない

人にいきなりそのことを伝えるのは簡単なことではないと思う。これからを担う小学生

や中学生、さらには世界の人に戦争の悲惨さを伝えていく。この難しいチャレンジを劇

なども織り交ぜながら内容のある講演にして届くことが、今自分が平和の為に出来るこ

とのはずだ。 

だから特攻で散った兵士たちの分も背中に背負って、取り組んでいきたい。 

 



現地学習を通して感じたこと 

松本深志高校１年  

見浦 雅光 

①  現地学習で特に印象に残ったこと 

私は、特攻についての現地学習に参加し、実際に戦争があった跡を見ていく中で、多

くのことを感じました。その中でもとくに印象に残ったことは、主に二つあります。 

 一つ目は、特攻隊員が書き残した遺書です。資料館の遺書には、家族への感謝やこれ

からの健康を願うこと、国の明るい未来を確信していることが多く綴られていました。

確かに、大切に育ててくれた親に、大人になって親孝行をすることができないまま飛び

立ってしまうのは、とても悔しくて切ないことだと感じました。そんな中、自分ができ

る最大限の親孝行が、死を恐れたり、国の愚痴を言うのではなく、家族や国の健やかな

未来を願うことだったのかなと思いました。彼らのことを考えると、胸が締め付けられ

るように感じました。 

 二つ目は、現地の方のお話でよくお聞きした、「特攻は攻撃戦ではなく防御線だった」

という言葉です。死ぬことは特攻に於いての成功であり、生きて返ってくることは失敗

として見られていました。それなのに、特攻の目的は敵の陣地に攻めていくのではなく、

日本の陣地に攻めてくる敵を防ぐことでした。これには私は、とても驚きました。確か

に、国の勝利は大切かもしれません、しかし、国の防御のために命を捧げてしまうのは、

あまりにも理にかなっていません。命は何よりも尊く大切にしなければならないと思う

のに、その天秤でさえ狂わせてしまう戦争は、とても残酷であってはならないと強く思

いました。 

 私は、現地にたって、風に触れて、当時の空を見上げたとき、平和な日常がどれだけ

尊いかを改めて感じました。今回の学習を通して、戦争は確かに現実にあり、それは人

と人とを分断させ、命の価値観さえ変わってしまうものだと思いました。 

 

②  平和のために私ができること 

今年で終戦から８０年が経って、戦争の経験を直接聞くことが困難になってしまいま

した。なので、私たちが戦争の経験を聞くことができるギリギリの世代であることを自

覚し、積極的に戦争の経験を聞き、それをお互いに共有しあい、経験を風化させないこ

とが大切だと思います。また、相手の文化や歴史を理解しないまま接し、なにかズレが

生じると、あの国の文化は理解できない、あの人は意味が分からないなどと対立的にな

り戦争や喧嘩になってしまうのが、グループや国家同士の交流でありがちなことだと思

います。なので、きちんとコミュニケーションを取ることで戦争を防ぐことができると

思います。そのために、まずはいろんな文化や言語を知ることも重要だと思います。 

 

 



見て学ぶ平和学習 

松本深志高校１年  

吉江 優樹 

① 現地学習で特に印象に残ったこと 

鹿児島県を訪れて、特攻隊について学ぶ三日間を過ごした。その中で、特に印象に残

ったことが三つある。 

一日目に行った万世特攻平和記念館では、特攻兵の持ち物の中に「自決用の短刀」が

展示されていた。これは、もし不時着して敵に捕まったとき、自分で命を絶つためのも

のだと説明されていた。僕はそれを見て、せっかく命が助かったのに、意味もなく自決

するなんて、命がもったいないと思った。生きていれば、家族に会えたかもしれないし、

戦争が終わったあとに普通の生活に戻れたかもしれない。命を軽く扱うような考え方

が、戦争の恐ろしさを物語っているように感じた。 

二日目には、広域戦跡を巡った。その中でも、三角兵舎跡や掩体壕を見たことが心に

残っている。三角兵舎は兵士たちが寝泊まりしていた場所で、狭くて質素なつくりだっ

た。掩体壕は、飛行機を敵の攻撃から守るための施設で、土を盛って飛行機を隠してい

た。実際にその場所に立ってみると、当時の兵士たちがどんな環境で生活していたのか

がよく分かった。 

そして二日目の最後に訪れた富屋食堂では、とめさんの言葉が心に残った。「なぜ生

き残ったのか考えなさい。何かあなたにしなければならないことがあって生かされたの

だから。」という言葉を聞いて、自分が生きている意味について考えさせられた。命に

は役割があるのかもしれないと思った。 

 

 

 

②  平和のために私ができること 

平和のために、まずは身近な人を大切にしたいと思う。友達や家族との間で、思いや

りのある言葉や行動を心がけることが、争いを減らす第一歩だと思う。また、ニュース

や本などで世界のことを知るようにして、戦争や差別について考えることも大切だと思

う。知らないままだと、無関心になってしまうからだ。小さなことでも、自分にできる

ことを続けていけば、少しずつ平和につながっていくと思う。まずは自分のまわりから、

優しさを広げていきたい。 

 

 

 



鹿児島の現地学習を通して学んだことや考えたこと 

松本深志高校１年  

吉長 慧悟 

① 現地学習で特に印象に残ったこと 

私は現地学習の二日目に、知覧特攻平和会館の展示を見ました。そこでは日本人が特

攻をするときに使った工夫や、特攻隊員が書き残した血書や遺書、最後の手紙などが展

示されていました。私はその平和会館では、特攻隊員が飛び立つ前に書き残した家族へ

の手紙を読んだりしました。その手紙の中には、このようなことが書かれていました。

特攻をして、この世を去ってしまう私の死でお母さんが悲しむのならば、私は４０００

人のアメリカ人の母親を泣かせます。この文章を読んだときに、私の体に寒気がしまし

た。なぜなら、母親のための復讐で、４０００人ほどの命を一回の飛行でとってしまう

特攻が恐ろしく感じたからです。アメリカ軍に空襲で家を焼かれたから、それを復讐す

るために特攻をすると書き残した隊員もいました。ただ単に、大日本帝国のために、と

特攻するのではなく、復讐のために命を犠牲にした人たちもいたということを実感しま

した。また、兄弟の面倒をしっかり見てほしいと書き残した隊員もいました。兄弟に喧

嘩をするな、お母さんの言うことをしっかり聞く、そして勉強にしっかり励んでと書き

残していました。兄弟の面倒をしっかりみてくれたお兄さんだったことを感じられま

す。このような、未来のあった若い人たちが、なぜ特攻という絶対に生きて帰ってこら

れないことをしなくてはならなかったのか、と疑問を持ちました。なぜ日本は、絶対防

衛圏が敗れたらアメリカに負けるとわかっていたのに、敗れた時に降参せずに、多くの

犠牲者を出して、本土決戦に持ち込もうとしたのだろうか。そしてなぜ日本は、原爆が

落とされるまで、その体制を変えようとしなかったのか。私は現地学習で、第二次世界

大戦で日本が行ってきたことやそれに参加していた人たちの気持ちをしれて、戦争とい

うものの全体像をつかめるようになりました。 

 

② 平和のために私ができること 

平和のために私ができることは、戦争が起こった理由などを理解して、意識すること

です。歴史的対立や社会的分断、そして戦争などが及ぼす影響を理解することで、私た

ちは人々同士の対立の表面だけではなく、原因となる根っこの問題を対処することがで

きます。私は、今回の現地学習で学んだことを生かして、身の回りの人の戦争に対する

教養を高めて、戦争のもととなる課題を解決していきたいと思います。また、日本が戦

争をしていた時期は、日本のトップが軍人に支配されていた時なので、そのようなこと

が起こらないように、私たちは政治や子供の教育に関心を持つことが大切です。私は選

挙に投票できる年齢になったら、平和のために適切なリーダーを選びたいです。 

 



鹿児島で学んだ戦争のこと 

島内小学校４年  

岩下 泰治 

① 現地学習で特に印象に残ったこと 

ぼくが印象に残ったこと。戦争の話を読んだりすること以外にも飛行機に乗って現地

まで行くことで日本が特攻作戦などをしてきたことが印象に残りました。１７歳くらい

の若い人たちも特攻をしていって一人一人の命が無くなることを家族の人たちしか悲

しまないことが悲しく印象に残りました。戦争の恐ろしさのことをもっと知りたかった

ので行ったら戦争のことをたくさん知れてその時のこととかも知れたのでそうゆうこ

とが印象に残りました。特攻作戦とその方法を教えてくれた時特攻に選ばれた人が可哀

想と印象に残りました。広島県では原爆ドームがあることを知ってたけど沖縄県でも時

間稼ぎの戦いがあるというとこが印象にのこりました。時間稼ぎのためにこんな多くの

人を特攻に行かせて死んでいるのが可哀想と印象に残りました。沖縄県の戦争は被害が

すごく多くてたくさんの人達が死んでしまっていて悲しい戦争だなという印象に残り

ました。これでぼくが印象に残ったことは終わりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  平和のために私ができること 

クラスの人とかにもなるべく戦争とはどう恐ろしいものなのかを伝えていくことが

できると思います。鹿児島で勉強してきたことを友達とかに聞かれたら詳しく答えてあ

げて教えることができると思います。このことが勉強でもいかせるとゆうことができる

と思います。 

 

 



現地で僕が学んだこと 

松島中学校３年  

長澤 育飛 

① 現地学習で特に印象に残ったこと 

僕が現地学習で特に印象に残っていることは「知覧特攻平和会館の展示」です。知覧

特攻平和会館には知覧から特攻作戦に飛び立った人たちの遺影や遺言、所持品や実際の

特攻作戦に使用された飛行機などたくさんのものが展示されていました。僕はその展示

品をみて言葉を失いました。展示品は戦争の悲惨さを伝えるものだらけでした。僕は特

攻隊員が実際に最後に残した遺書を読んでみました。遺書に書いてあることは人それぞ

れでした。両親への感謝や兄弟への言葉、恋人へのお別れなどが書いてありました。僕

はその遺書を読んでもし自分が特攻に行くことになって遺書を書くことになったら誰

に何と書くのかを考えました。僕はこの遺書が家族や恋人に感謝を伝えられる最後のチ

ャンスだと思います。遺書のほかにも海に沈んでいた零戦も展示されていました。その

零戦は弾痕がとてもあり戦争の怖さが伝わってきました。そして、平和会館の人の話で

僕はとても心に残っている言葉があります。それは「特攻に行く前の隊員の写真がみん

な笑顔なのは上の人から絶対に笑顔で写れと言われていたから」という言葉です。僕は

以前からなんでみんな笑顔なんだろうと疑問を抱いていました。その疑問が解けまし

た。でも、自分なら絶対に笑顔でいられないと思います。今から自分は特攻に行って死

ぬとわかっているのに笑顔でいられるのはとてもすごいと思います。僕は戦争に参加し

た人たちをとても尊敬しています。今回僕は現地学習に参加してたくさんの学びを得ま

した。今回得た学びを忘れることなく今ある平和な暮らしを戦争で戦死してしまった人

たちの分まで続けていきたいです。 

 

 

②  平和のために私ができること 

僕が今回現地で学んだことを自分の中だけで終わらせるだけではなくほかの人に今

回学んだことを伝えて８０年前の悲惨な出来事をけして絶やさないで伝えていきたい。

僕も今回学んだことを忘れないで自分の今後に生かしていきたい。これからも戦争のこ

とや平和について学び続けてもっと戦争に詳しくなって８０年前の戦争に参加した人

たちが叶えられなかった願いなどを思って生きていきたい。また、僕が今回現地学習で

学んだことをほかの人にたくさん伝えてもっともっと戦争について知ってもらいたい。

そして、もっとたくさんの人に戦争の残酷さを知ってもらいたい。僕には人に伝えるこ

としかできないから自分にできることをやってもう二度と戦争が起こらない平和な生

活を続けたい。 

 



知覧へ行って思ったこと 

信大附属松本小学校３年  

霜野 瑛一郎 

① 現地学習で特に印象に残ったこと 

・こわいと思ったこと  

戦争で大学生くらいの年れいの人が特攻に行き、まだ２０才くらいの若い人が人生を思

い切りすごせず、亡くなった人がたくさんいたことを知って、とても悲しくなりました。 

・知覧平和祈念館で遺書を読んで思ったこと 

特攻作戦が知られてしまうことはだめなので、遺書が家族に届くのは、作戦の何日後か

にしてあるのが悲しいと思いました。どうしてかというと、家族や友人がその人の遺書

がすぐ読めないのは悲しいです。時間がたっていたら、きっと止めに行くこともできま

せん。 

お母さん、お父さんあての内容で、「今まで育ててくれてありがとうございました。」と

書いてありました。それを読んで、もう死ぬとわかっているときもお父さんたちに書い

た気持ちを想像すると、読むのが切なかったです。 

・三角兵舎の見学で 

次の日は特攻に行って死ぬという場所で一晩寝るのは怖そうだと思いました。私は、こ

こには行きたくないと思いました。 

・はやぶさを見て 

特攻の飛行機はばくだん２５０ｋｇ、ねん料２５０ｋｇを積んで飛んでいくということ

でした。思っていたより大きな飛行機でした。片道分しかねん料がないと聞き、悲しく

なりました。 

・見学を終えて 

若い人が特攻に行って、沢山亡くなったことを資料館から学びました。沢山のぎせい者

が出る戦争は、すごくいけないことだと思いました。 

 

 

② 平和のために私ができること 

平和を守るために必要なことは、平和の大事さを考えることだと思います。 

戦争で起こることが、自分のことや、家族のこととして考えることだと思います。 

お父さんが戦争へ行ったらどんな気持ちか、担任の先生が、戦争へ行ったらどんな

気持ちになるか、友達が戦争で死んだら？と想像すると、自然と戦争はだめなことだ

とわかると思います。 

 

 



知覧・万世と特攻の記憶 

長野工業高等専門学校１年  

赤澤 陽斗 

①  現地学習で特に印象に残ったこと 

私は、知覧特攻平和会館、万世特攻平和記念館で聞いた話が特に印象に残っています。

知覧・万世では、多くの特攻兵の皆さんの写真を見ながら、その方のエピソードをお聞

きしました。その中でも、穴澤大尉と伍井大尉のお話が心に残りました。穴澤大尉には

恋人が、伍井大尉には３人の子供がいました。穴澤大尉の遺書には恋人に対して、「会

いたい。話したい。」という言葉があり、今では当たり前にできることですら、穴澤大

尉にとっては心から願うことだったのだと痛感しました。また、伍井大尉には、当時生

まれたばかりの子供、吉則くんがいました。彼に向けた遺書には、母を困らせないこと、

勉強に励むことなど、将来を思う言葉がつづられていて、吉則くんの育つ姿を見たかっ

たのだろうと、しみじみと感じました。世の中では国のために死ぬ狂人だと言う人もい

ますが、私は特攻に行かれた方々は、皆大切な人を守りたいと思う一心だったのだろう

と思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 平和のために私ができること 

私は、これからも戦争遺跡や戦争の第一資料に触れ、戦争についての正しい知識を身

に着け、自分から情報を発信する場を設けることが、今の自分にできる精いっぱいの努

力だと思いました。今、当時の様子や生活を知っている人が高齢化し、ほとんどが１０

０歳に近く、戦争を伝えられることができる「語り部」が少なくなってきてしまってい

ます。あと１０年もすれば、数えるくらいの人しか残らないかもしれない、生の声を直

接聞くことが出来なくなってしまうのです。しかも、多くの人は意識しなければ戦争の

記憶を聞くことなどないでしょうし、インターネットに乗っている情報によっては、間

違った知識を持ってしまうかもしれません。だからこそ、正しい知識を身に着け、歴史

を伝えていく。それこそが、命をかけて散っていった方々のために、私ができることだ

と思いました。 

 




